
8 15月 日

2014／平成26年

No.227

萩市民防災の日
萩市民大学教養講座

〒758-8555　萩市大字江向５１０番地
TEL 0838-25-3178　FAX 0838-26-5458
ホームページ  http://www.city.hagi.lg.jp/

編集・発行／萩市総合政策部広報課

報市

須佐湾大花火大会（７月28日）

平成27年の大河ドラマは「花燃ゆ」



市報HAGI●2014（平成26）年８月15日号 2

　萩ふるさと大使で狂言師の和泉元
も と や

彌さん
が、被災地を元気づけるために、被災地の訪
問や狂言公演などを行いました。「吉田松陰
創作狂言」など、間近で見る本物の狂言の魅
力に、410 人の観客は引き込まれました。
　和泉さんとその家族は、被災施設などの慰
問や男

み こ と

命いか祭りなどにも参加し、被災地を
元気づけていただきました。

上
：
狂
言
「
至
誠
」
で
松
陰

を
演
じ
る
和
泉
元
彌
さ
ん

左
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

阿
北
苑
を
慰
問

　昨年は災害当日のため中止となりました
が、今年は炎天下の中、4,000 人が来場。
10 万本のひまわりが咲き黄色いじゅうたん
のような光景に、記念写真やスケッチをする
姿も多く見られました。また会場は、農産品
や特産品の販売、小学生によるゲームコーナ
ーなどのブース出店でにぎわいました。

７月28日、須佐総合事務所・田万川コミュニティセンター

７月27日、むつみ物産販売交流施設前 ７月26日、田万川コミュニティセンター

　７月 28 日、被災した須佐総合事務所で市や消防、社会福
祉協議会の関係者など約 80 人が出席して式典を行いまし
た。午後からの田万川コミュニティセンター開催された「防
災講演会」には約 300 人が参加しました。
　野村市長は「未

み ぞ う

曽有の集中豪雨を経験し、7.28 は忘れら
れない日となった。復旧・復興は緒

ちょ

についたばかり。７つの
地域のみんなで被災地に想いを寄せ、力を合わせて頑張って

派遣職員が復旧現場を視察

乗り越えていきたい」と改めて決意
を述べました。
　講演会では下関地方気象台長が災
害が起こったメカニズムや気象情報
について解説。また、萩市社会福祉
協議会から、全国から１万人以上が
参加したボランティア活動の様子な
どが紹介されるなど、改めて被災時
の「自助・共助」の大切さを認識す
る機会となりました。
　また、被災当初から復旧・復興の
支援に県内自治体や姉妹都市鎌倉市
などから派遣されていた職員 10 人
が来訪され、復旧が進む現地を視察
されました（７月末現在、10 市の
派遣職員に支援いただきました）。
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■
市
長
コ
ラ
ム
No.110

　

先
日
、
恩
師
か
ら
萩
第
一
中
学
校

時
代
の
諸
資
料
を
送
付
い
た
だ
い

た
。
そ
の
中
に
昭
和
32
年
の
芸
能
祭

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
見
。
一
瞬
に
し
て

鮮
明
な
記
憶
が
蘇
る
。
３
年
生
の
最

後
を
飾
る
劇
「
虫
愛め

づ
る
姫
」、
平

安
時
代
の
色
鮮
や
か
な
舞
台
と
衣
装

と
と
も
に
出
演
者
の
大
熱
演
。
１
年

生
の
目
か
ら
は
、
さ
す
が
３
年
生
の

演
劇
と
感
嘆
。
生
徒
た
ち
の
語
り
草

と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
「
虫
愛
づ
る
姫
」

（
堤
つ
つ
み

中
納
言
物
語
）は
宮
崎
駿は

や
おの「

風

の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」
の
原
像
で
あ
っ

た
と
聞
く
。
今
か
ら
30
年
余
り
前
の

ナ
ウ
シ
カ
は
、
そ
の
時
代
に
育
っ
た

世
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
自

然
を
愛
し
、
棲
息
す
る
生
き
物
を
愛め

で
、
命
を
大
事
に
す
る
。

　

こ
の
夏
休
み
、
萩
博
物
館
は
恒

例
に
よ
り
生
き
物
の
企
画
展
を
開

催
中
。
今
年
は
「
最
強
昆
虫
列
伝
」。

昆
虫
ト
レ
イ
ン
を
仕
立
て
、
む
つ
み

の
昆
虫
王
国
訪
問
や
昆
虫
採
集
等
多

彩
な
催
し
を
企
画
。
虫
愛
づ
る
姫
や

ナ
ウ
シ
カ
の
よ
う
な
自
然
を
愛
し
、

大
事
に
す
る
子
供
た
ち
が
育
つ
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　16 回目となる、県漁協須佐支店と須佐一本釣漁船団による夏の
恒例イベントも、復興を願い盛大に開催。須佐沖で獲れた男命いか
の直売や、いかレース、和泉元彌さんのトークショーなどに、家族連
れなど約1,200 人が訪れる盛況ぶりでした。周南市や防府市等から
120 人がバスで訪れ、新鮮なイカを買い求める姿もありました。

　昭和 58 年の山陰豪雨災害を契機に、旧田
万川町から続く啓発活動。今年も消防団員
19 人が参加し、消防車８台、広報車１台が
田万川地域内をパレードしました。

　萩博物館で開催中の特別展「最強昆虫列伝」に合わせた企画、「昆
虫トレインツアー」も復興イベントとして開催。一般公募の 44
人に加え、被災した育英小、弥富小の児童 11 人も参加しました。
オリジナルのヘッドマークとエンブレムを施した特別列車は JR
萩駅を出発、車内イベントや景勝地での低速走行などを行いなが
ら山陰線を走りました。陸上自衛隊むつみ演習場では昆虫観察な
どを楽しみました。８月 23 日には須佐コースも開催されます。

　今年の大花火大会には、萩ふるさと大使で須
佐出身のアニメソング歌手のきただにひろしさ
んと仲間の影山ヒロノブさん、遠

え ん ど う

藤正
ま さ あ き

明さんが
復興の応援に駆けつけ、アニソンライブを開催、
大熱狂のステージとなりました。

萩反射炉の横を走る昆虫トレイン△きただに
　ひろしさん

◁尺玉花火

７月26日、萩駅〜むつみ地域７月25日〜28日、須佐地域

７月23日、田万川地域

７月27日、須佐漁港



市報HAGI●2014（平成26）年８月15日号 4

　

５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
萩
地
域
の

小
学
校
区
で
「
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
～
市
長
と
の
対
話
の
集
会
～
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
椿
東
小
学
校
区
、
三
見
小

学
校
区
、
大
井
小
学
校
区
、
明
倫
小
学
校

区
の
各
会
場
で
の
意
見
と
市
の
回
答
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
す

べ
て
の
意
見
と
市
の
回
答
の
要
旨
は
、
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

【
旧
松
本
村
地
区
の
観
光
整
備
】

今
後
、
明
治
維
新
１
５
０
年
に
向

【
指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布
】

指
定
ご
み
袋
は
、
安
く
な
ら
な
い

【
三
見
川
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

】
近
年
、
水
害

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

【
災
害
復
旧
の
工
事
用
車
両
の
通

行
規
制
】
県
道
萩
篠し
の

生ぶ

線
は
通
学

路
で
す
が
、
通
学
時
間
帯
と
重
な
っ
て
工

事
用
の
大
型
車
両
が
集
中
し
て
通
行
す
る

た
め
危
険
な
状
況
で
す
。
時
間
を
指
定
し

て
の
規
制
や
迂
回
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

Ａ　

建
設
業
協
会
に
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
に
協
議
し
ま
す
（
市
と
建
設
業
協
会
と

の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
迂
回
等
し
て
い

た
だ
く
よ
う
対
応
し
ま
し
た
）。

け
て
観
光
客
等
が
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
松
陰
神
社
か
ら
東
光
寺
へ
の
動

線
で
あ
る
遊
歩
道
を
き
れ
い
に
整
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

Ａ　

必
要
な
場
所
を
確
認
し
、
看
板
設
置

等
も
含
め
、
動
線
の
整
備
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

の
で
し
ょ
う
か
。
安
く
な
れ
ば
、
無
料
配

布
は
な
く
て
も
良
い
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
。

A　

環
境
推
進
協
議
会
等
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
低
限
の
こ

【
バ
ス
の
停
留
所
の
新
設
】
昨
年

４
月
か
ら
三
見
駅
を
経
由
す
る
バ

葦あ
し

が
多
く
生
え
て
い
る
所
で
は
、
上
流
か

ら
の
大
き
な
流
木
が
引
っ
か
か
り
、
水
害

の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
と
危き

惧ぐ

し
て

い
ま
す
。
浚
渫
に
合
わ
せ
て
こ
の
葦
も

取
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A　

昨
年
の
東
部
地
域
集
中
豪
雨
災
害
の

反
省
の
も
と
、
山
口
県
に
要
望
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
利
便

と
は
無
料
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、
現
行
の
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
の
観
点
か
ら
、

一
定
量
を
超
え
て
使
わ
れ
る
方
は
、
そ
の

分
の
ご
負
担
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

【
道
の
駅
施
設
周
辺
の
使
用
】

道
の
駅
「
萩
・
さ
ん
さ
ん
三
見
」

で
は
、
漁
協
女
性
部
も
頑
張
っ
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
お
客
か
ら
の
要
望
に
応
え

る
た
め
に
も
、
建
物
周
辺
を
自
由
に
使
用

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

Ｑ 性
を
高
め
る
た
め
に
、
萩
か
ら
三
隅
に
行

く
場
合
、
中
山
か
ら
三
見
市
を
通
っ
て
三

見
駅
へ
、
そ
し
て
三
隅
方
面
へ
行
く
と
い

う
コ
ー
ス
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A　

事
業
主
体
で
あ
る
防
長
交
通
、
そ
し

て
警
察
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。
ま
た
利

用
状
況
の
確
認
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
要

望
が
あ
り
、
需
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
対
応
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

関
係
機
関
と
相
談
し
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

萩・タウンミーティング 〜市長との対話の集会〜 Ｑ＆Ａ
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【
ご
み
の
収
集
日
】
資
源
ご
み
の

収
集
日
が
、
大
井
地
区
の
中
で
土

【
大
井
小
学
校
の
校
舎
改
築
】

現
在
の
校
舎
と
体
育
館
は
、
耐
震

【
サ
ル
の
被
害
】
大
井
地
区
で
は
、

サ
ル
が
複
数
の
群
れ
で
出
没
し
、

大
変
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

大
井
地
区
連
絡
協
議
会
と
し
て
、
サ
ル

の
柵
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
助
成
は
な
い

井
町
内
会
だ
け
他
町
内
会
と
違
っ
て
い
ま

す
。
他
町
内
会
と
同
じ
日
に
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
来
年
の
４
月
か
ら
で
も
お
願

い
し
ま
す
。

 

A　

収
集
日
の
変
更
に
つ
い
て
、
可
能
と

思
い
ま
す
の
で
、
来
年
の
４
月
か
ら
変
更

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

化
に
対
応
し
て
い
な
い
の
で
取
り
壊
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
耐
震
化
の
補
強
を
し

て
建
物
を
残
す
余
地
が
あ
る
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

A　

市
で
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
お

で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

サ
ル
の
被
害
は
各
地
域
で
あ
り
ま
す

が
、
最
初
に
人
的
被
害
が
出
た
の
が
大
井

で
す
。

　

対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、

柵
や
花
火
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
職
員
に
銃
、
罠

の
免
許
を
取
得
さ
せ
て
「
サ
ル
捕
獲
隊
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
方
法
や
費
用
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
相
談
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ
【
御
許
町
交
差
点
の
渋
滞
対
策
】

御
許
町
交
差
点
は
、
唐
樋
方
面
か

ら
の
右
折
レ
ー
ン
が
無
い
た
め
に
渋
滞
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン

（
導
流
帯
）
を
縮
小
し
て
、
右
折
レ
ー
ン

A　

制
約
の
あ
る
土
地
や
建
物
で
す
が
、

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
話
が
あ

れ
ば
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

示
し
で
き
る
よ
う
な
案
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
大
き
な
行
事
に
つ
い
て
は
、
で
き

れ
ば
中
学
校
の
体
育
館
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
が
、
地
元
の
意
向
を
伺
い

な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
【
観
光
案
内
の
障
が
い
者
対
応
】

大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に
よ
り
、
萩

に
来
ら
れ
る
方
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
は
聴
覚
の
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
観

光
案
内
は
音
声
に
よ
る
も
の
が
多
い
の

で
、
字
幕
表
示
な
ど
の
説
明
を
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
何
カ
所
か
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
、
視
覚
に
訴
え
る
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願

い
し
ま
す
。

A　

視
覚
に
訴
え
る
と
い
っ
た
工
夫
は
で

き
る
と
思
う
の
で
、
間
に
合
う
よ
う
に
考

え
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な
手
法
が
あ
り

ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
作
ら
れ
れ
ば
、
交
通
渋
滞
を
防
げ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

A　

右
折
レ
ー
ン
が
で
き
な
い
か
公
安
委

員
会
、
交
通
の
担
当
と
協
議
を
し
て
、
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

萩・タウンミーティング
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〜市長との対話の集会〜 Ｑ＆Ａ
萩・タウンミーティング

A　

来
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ
と
世
界
遺
産

が
城
下
町
に
関
係
し
、
観
光
客
や
車
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
観
光
客
に

も
、地
元
の
皆
さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
も
、

規
制
は
必
要
に
な
り
ま
す
。
規
制
に
つ
い

て
は
、終
日
か
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

時
間
制
限
で
の
実
施
と
い
う
工
夫
も
で
き

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
か
に

つ
い
て
の
議
論
に
参
画
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
花
燃
ゆ
」

◆
萩
市
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
で

進
捗
状
況
を
報
告

　

７
月
29
日
、
市
役
所
で
市
内
の
観
光
・

商
工
関
係
団
体
等
の
代
表
者
が
出
席
し

て
、
２
回
目
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
の
野
村
市
長
が
「
明
治
維
新
を

風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
し
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ

◆
小
冊
子「
文
と
萩
物
語
」の
刊
行

　

萩
市
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
協
議
会
で
は
、
来
年
１
月
か
ら

の
ド
ラ
マ
の
放
送
に
向
け
て
、
ヒ
ロ
イ
ン

の
杉
文ふ
み

（
楫か

取と
り

美
和
子
）
を
紹
介
す
る
小

冊
子
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
冊
子
は
、
文
の
母
・
杉
滝
、
兄

の
吉
田
松
陰
、
最
初
の
夫
で
あ
る
久
坂
玄げ
ん

瑞ず
い

、
再
婚
し
た
夫
の
楫
取
素も

と

彦ひ
こ

と
の
関
連

に
着
目
し
な
が
ら
、
文
の
生
涯
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
陰
が
作
っ
た
和
歌
を
書
き
写

し
た
文
の
書
な
ど
、
初
公
開
と
な
る
資
料

や
、
最
新
の
古
文
書
調
査
に
よ
り
わ
か
っ

た
文
の
生
年
月
日
、
文
が
毛
利
元も
と

徳の
り

婦
人

安や
す

子こ

の
奥
女
中
に
な
っ
た
日
な
ど
の
情
報

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ａ
４
判
、
12
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー

■
価
格　

１
０
０
円
（
税
込
）

■
販
売
所　

観
光
課
、
萩
博
物
館
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
明
屋
書
店
萩
店

■
問
い
合
わ
せ

大
河
ド
ラ
マ
推
進
室
（
２
５
・
３
１
３
９
）

つ
し
、
事
務
局
か
ら
は
、
前
売
入
場
券
の

販
売
状
況
や
募
集
し
て
い
た
萩
市
ロ
ケ
で

◆
い
よ
い
よ
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
　

大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」萩
市
ロ
ケ

　

８
月
５
日
か
ら
萩
市
内
の
各
所
で
撮
影

が
行
わ
れ
、
初
日
に
志し

都づ

岐き

山や
ま

神
社
で
安

全
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
笠
山
虎
ヶ
崎
や
萩
城
跡
、
鍵か
い

曲ま
が
りな

ど
で
撮
影
が
行
わ
れ
、
小
浜
（
萩
城

跡
東
側
海
岸
）
で
の
撮
影
に
は
、
１
０
０

人
近
く
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
９
日
に
は
、
旧
明

倫
小
学
校
で
報
道
機
関
向
け
の
取
材
会
が

開
催
さ
れ
、
主
要
な
出
演
者
が
ド
ラ
マ
に

対
す
る
意
気
込
み
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た

（
取
材
会
の
様
子
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
）。

の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
県

内
外
か
ら
７
４
０
人

の
応
募
が
あ
っ
た
こ

と
、
協
議
会
公
式
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
申

請
が
県
内
外
か
ら
20

件
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
冊
子「
文

と
萩
物
語
」の
刊
行
、

10
月
に
市
民
講
座
を

計
画
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

う
に
一
方
通
行
と
な
る
の
か
、
ま
だ
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
町
内
の
意
見
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
観
光
客
が
増
え
る
か
ら

地
元
の
住
民
が
規
制
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
住
民
の
意
見
を
十
分
取
り
入

れ
て
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ｑ
【
城
下
町
周
辺
の
通
行
規
制
】

城
下
町
周
辺
の
御
成
道
が
ど
の
よ

今後の開催日程

■開催時間　午後７時〜９時
■内容　市の現状と主要施策の説明、質疑応答
■問い合わせ　企画政策課（２５・３５６９）

小学校区 期　日 会　場

越ヶ浜 ８月18日（月） 山口県漁協
はぎ統括支店

総合事務所
管内

10月上旬
〜11月下旬 10 会場

　市長が各地域に出向き、主要な施策等の説明
と意見交換を行います。多くの皆さんのご参加
をお願いします。
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　社会の変化に対応し、市民一人ひとりが人間性豊かな生活を送るた
めに必要な情報を得る機会として、萩市民大学教養講座を開催します。
生涯学習の第一歩は、参加することから始まります。
　あなたもこの講座に参加してみませんか。

受講料
チケット：1,000円（セット券）
※第３回講座は、上廣歴史・文化
フォーラムと兼ねています。入場無
料ですが、受講にはチケットをお持
ちの方を優先します。

市民館、各地域の公民館
（８月25日から販売開始）

チケット販売
託児所あり、手話通訳・要約筆記、
磁気ループ席あり

その他

問い合わせ 文化・生涯学習課（２５・３５９０）

　1942 年萩市（旧川上村）生ま
れ。61 年萩高校卒業、65 年京
都大学卒業後、厚生省に入省。厚
生省保険局長、厚生事務次官を
経て、2001 年に宮内庁に入庁。
05 年に宮内庁長官に就任した。
13 年からは、戦中・戦後の歴史
的資料・情報を収集、保存、展示
し、後世代の人々にその労苦を知
る機会を提供する昭和館（東京都）
の館長を務めている。

プロフィール

　1946 年富山県生まれ。69 年
東京大学卒業後、総理府に入省。
内閣広報室参事官、男女共同参画
室長、埼玉県副知事などを経て、
2001 年から内閣府男女共同参
画局長。04 年から昭和女子大学
女性文化研究所所長、07 年から
同大学学長、14 年からは理事長
に就任。主な著書に、「女性の品
格」「60歳からしておきたいこと」
など。

プロフィール

　1946 年高知県生まれ。14 歳
のときに上京、都立世田谷工業高
校卒業後、旅行代理店や広告制
作会社など十数種の職業を経験。
97 年「蒼

そうりゅう

龍」でオール讀
よ み も の

物新人
賞を受賞し作家デビュー。2002
年は「あかね空」で第 126 回直
木賞を受賞。その後も、時代小説
特に江戸深川の人情ものを得意と
し、「背負い富士」「大川わたり」

「ジョン・マン」など著書多数。

プロフィール

（元宮内庁長官、現昭和館館長） （評論家、昭和女子大学理事長） （作家）
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バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
消
火
に
感
謝
状

　

７
月
14
日
、
消
防
本
部
で
消
防
長
か
ら
、

火
災
の
初
期
消
火
活
動
を
行
っ
た
４
人
に
対

し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
、
松
陰
神
社
近
く
の
空
き
地
で

発
生
し
た
火
災
を
発
見
。
近
く
を
流
れ
て
い

た
水
路
か
ら
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
ゴ
ミ
箱
な
ど
で

水
を
汲
み
、
約
15
分
間
、
30
杯
以
上
の
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
に
よ
り
消
火
し
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ま
し
た
。

　

４
人
は
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
一

時
は
人
の
背
の
高
さ
よ
り
火
が
高
く
燃
え
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
大
火
事
に
な
ら
な
く
て

良
か
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

［左から］廣兼聡
さとし

さん、廣兼基
はじめ

さん、岡屋由
よ し は る

晴さん、
山村慎一さん（ともに椿東）

岡
本
信
人
さ
ん
が
講
演「
萩
は
心
の
ふ
る
さ
と
」

　

７
月
12
日
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の

つ
ど
い
」の
公
開
録
音
が
市
民
館
で
行
わ
れ
、

萩
ふ
る
さ
と
大
使
で
俳
優
の
岡
本
信の
ぶ
と人
さ
ん

に
よ
る
「
私
の
原
点
～
萩
の
歴
史
と
自
然
に

育
ま
れ
て
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
本
さ
ん
は
「
萩
で
過
ご
し
た
４
年
間
、

自
然
の
中
で
夢
中
で
遊
ん
だ
思
い
出
が
あ
っ

て
今
の
私
が
あ
る
。明
倫
小
学
校
で
学
ん
だ
、

当
時
の
松
陰
読
本
は
今
も
宝
物
。
萩
は
私
の

原
点
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
収
録
し
た
内
容
は
、
８
月
29
日
午
後

11
時
20
分
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
放
送

（
午
前
１
時
か
ら
は
Ｆ
Ｍ
で
も
放
送
）
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

河
川
海
岸
一
斉
清
掃
等
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　

市
内
全
域
で
河
川
や
海
岸
を
き
れ
い
に
す

る
「
河
川
海
岸
一
斉
清
掃
等
」
が
７
月
20
日

の
早
朝
に
行
わ
れ
、
約
１
万
８
２
８
０
人
が

玉江川（山田）

参
加
し
ま
し
た
。
一
斉
清
掃
は
萩

市
環
境
美
化
週
間
に
合
わ
せ
て
毎

年
７
月
の
第
２
日
曜
日
に
実
施
し

て
お
り
、
今
年
は
７
月
13
日
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
の
接

近
に
よ
り
延
期
し
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
51
年
前
か
ら

行
わ
れ
、
清
掃
範
囲
は
河
川
・
海

岸
約
55
カ
所
、
総
延
長
80
㎞
に
お

よ
び
、
市
民
活
動
と
し
て
は
日
本

一
の
清
掃
活
動
と
い
え
ま
す
。小
・

中
学
生
や
至
誠
館
大
学
の
学
生
も
参
加
し
、

市
民
あ
げ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
ま
し

た
。

萩・日本海大花火大会

お船謡

踊り車 住吉みこし

８月１日

８月３日
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７
月
27
日
、「
萩
・
菊
ヶ
浜 

砂
の
芸
術
祭
」

が
開
催
さ
れ
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
37

チ
ー
ム
、約
３
０
０
人
が
参
加
。昨
年
は
荒
天

に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、今
年
は
晴

天
に
恵
ま
れ
、青
空
の
も
と
参
加
者
は
暑
さ

に
負
け
じ
と
砂
像
の
制
作
に
挑
み
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、中
学
生
の
部
の
神じ
ん
お
う
が

王
我

（
萩
東
中
学
校
美
術
部
）の
「
海
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

１
０
０
０
％
」で
、「
イ
ル
カ
を
立
て
る
の
が

難
し
か
っ
た
が
、頑
張
っ
た
成
果
が
出
て
よ

か
っ
た
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。小
学
生
の

部
、一
般
の
部
の
各
部
門
と
も
力
作
が
並
び
、

夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
幻
想
的
な
世
界

を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

英
国
外
交
官
か
ら
見
た「
四
国
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
」

駐
日
英
国
大
使
が
語
る「
萩
と
イ
ギ
リ
ス
」

　

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）、長
州
フ
ァ
イ
ブ

の
密
航
留
学
は
日
英
交
流
の
先
駆
け
と
な
り

ま
し
た
。１
５
０
年
あ
ま
り
経
っ
た
今
で
も

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
の
派
遣
等
、交
流

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
、テ
ィ
ム
・
ヒ
ッ
チ
ン
ズ
駐
日

英
国
大
使
を
迎
え
、萩
本
陣
で
「
英
国
と
山

口
県　

そ
の
歴
史
と
現い

ま在
」と
題
し
た
講
演

が
あ
り
、90
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

大
使
は
、吉
田
松
陰
の
世
界
初
の
伝
記

「
ヨ
シ
ダ
ト
ラ
ジ
ロ
ウ
」が
、イ
ギ
リ
ス
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
よ
り
著
さ
れ
た
こ
と
を

紹
介
さ
れ
る
な
ど
、萩
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
つ

な
が
り
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

ティム・ヒッチンズ駐日英国大使

真
夏
の
菊
ヶ
浜
で
サ
ン
ド
ア
ー
ト
に
挑
戦

グランプリ
神
じんおうが

王我（萩東中学校美術部）「海LOVE1000％」

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア　

英
国
に
出
発

　

７
月
25
日
、
市
役
所
で
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
英
国
語
学
研
修
」
の
出
発
式
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
国
際
的
視
野
の

広
い
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
７
月
29
日
に
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
８
月

13
日
ま
で
の
16
日
間
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
ロ
ー
ウ
ェ
イ
カ
レ
ッ
ジ
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺

の
長
州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
。

　

今
回
選
ば
れ
た
５
人
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
人
の
考
え
を
取
り
入
れ
、
視
野
を
広
げ

た
い
」、「
今
後
の
萩
や
自
分
の
人
生
に
生
か

せ
る
よ
う
に
学
ん
で
き
た
い
」
な
ど
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

［左から］阿武璃
あき

さん、來
き じ ま

嶋たからさん（以上萩東中３年）、
岸根悠

ゆ う ま

愛さん（須佐中３年）、渡邉寛
ひ ろ こ

子さん（むつみ中３年）、
阿部愛

めぐみ

さん（明木中３年）

一坂太郎 萩博物館特別学芸員

　

１
５
０
年
前
、下
関
で
四
国
艦
隊
に
よ

る
砲
撃
が
あ
っ
た
８
月
５
日
、萩
博
物
館
で

一
坂
太
郎
特
別
学
芸
員
に
よ
る
明
治
維
新

１
５
０
年
記
念
講
演
会
「
四
国
艦
隊
下
関
砲

撃
事
件
と
高
杉
晋
作
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）、
前
年
に
攘
夷

決
行
し
た
長
州
藩
へ
の
、
英
米
仏
蘭
に
よ
る

報
復
ま
で
の
経
緯
を
は
じ
め
、
英
国
か
ら
見

た
事
件
の
様
子
や
長
州
藩
へ
好
意
と
尊
敬
を

抱
い
た
こ
と
、
ま
た
、
講
和
談
判
へ
臨
ん
だ

高
杉
晋
作
や
伊
藤
博
文
ら
の
様
子
な
ど
に
つ

い
て
、
英
国
外
交
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ

の
回
想
録
か
ら
解
説
。
さ
ら
に
、
奇
兵
隊
士

の
日
記
な
ど
か
ら
も
砲
撃
事
件
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
話
し
、
83
人
の
参
加
者
は
興
味

深
く
聴
講
し
ま
し
た
。
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私
は
日
頃
、
む
つ
み
診
療
所
で
働
い
て

い
ま
す
が
、
と
き
ど
き
萩
市
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
（
急
患
セ
ン
タ
ー
）
に
出
務

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
受
診
さ
れ
る
方
の

多
く
が
「
不
安
な
人
」
と
「
怒
っ
て
い
る

人
」
に
分
か
れ
て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

「
不
安
な
人
」
は
ど
ん
な
人
？

　
「
不
安
な
人
」
は
、
自
分
の
感
じ
て
い

る
症
状
が
、
何
か
大
き
な
病
気
の
予
兆
で

は
な
い
か
と
心
配
に
な
っ
て
や
っ
て
き
ま

す
。
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
の
医
療
番
組
の

症
状
に
似
て
い
た
り
、
が
ん
に
な
っ
た
と

話
し
て
い
た
友
達
の
症
状
に
そ
っ
く
り

だ
っ
た
り
す
る
と
、
不
安
で
不
安
で
、
月

曜
日
に
な
る
ま
で
待
て
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ

何
か
し
て
お
か
な
い
と
死
ん
で
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
不
安
な
人
」
は
急
患
セ
ン
タ
ー
を
受

診
さ
れ
、
検
査
結
果
が
正
常
だ
と
聞
く
と

安
心
し
ま
す
。ま
た
、医
師
が
診
察
し
、「
緊

急
性
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言

う
と
安
心
し
ま
す
。
ま
た
、
薬
を
処
方
さ

れ
る
と
安
心
し
ま
す
。た
と
え
そ
の
薬
が
、

症
状
を
根
本
的
に
解
決
す
る
薬
で
な
く
て

も
、
家
に
帰
り
、
と
り
あ
え
ず
薬
を
内
服

す
る
と
安
心
し
ま
す
。

　

で
も
「
不
安
な
人
」
は
ま
た
不
安
に
な

り
ま
す
。
同
じ
症
状
を
感
じ
た
り
、
違
う

症
状
を
感
じ
た
り
、
い
つ
も
受
診
す
る
医

療
機
関
が
休
み
で
閉
ま
っ
て
い
た
り
す
る

と
ま
た
不
安
に
な
り
ま
す
。

　
「
不
安
な
人
」
の
中
に
は
、
と
き
に
大

き
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

で
も
、
多
く
の
「
不
安
な
人
」
は
本
当
の

緊
急
患
者
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
い
つ
も
の
自
分
」
分
か
っ
て
い

ま
す
か
？

　

私
か
ら
見
て
、
多
く
の
「
不
安
な
人
」

は
「
い
つ
も
の
自
分
」
が
分
か
っ
て
い
な

い
人
で
す
。「
い
つ
も
の
自
分
」
と
い
う

基
準
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
、
自

分
の
感
じ
て
い
る
症
状
が
基
準
か
ら
ど
れ

だ
け
離
れ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
い
つ
も
の
自
分
」
が
分
か
ら
な
い
の
で
、

「
い
つ
も
の
自
分
」
か
ら
ほ
ん
の
少
し
離

れ
た
症
状
が
、
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
た

症
状
と
結
び
つ
き
ま
す
。

　

も
し
「
い
つ
も
の
自
分
」
が
分
か
っ
て

107

萩
市
国
民
健
康
保
険
む
つ
み
診
療
所　

☎
０
８
３
８
８
・
６
・
０
１
４
９

むつみ診療所長

医師：前
まえかわ

川  恭
きょうこ

子

い
た
ら
、
自
分
が
今
感
じ
て
い
る
症
状
が

「
い
つ
も
の
自
分
」か
ら
ど
れ
だ
け
離
れ
て

い
る
か
分
か
り
ま
す
。
早
く
何
と
か
し
た

ら
い
い
の
か
、
ま
だ
待
て
る
の
か
、
分
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

病
気
じ
ゃ
な
い
と
き
、
病
気
に
な
っ
た

ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
、
用
意
周
到
に

考
え
て
い
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
急
に
病
気
か
な
と
思
っ
た

と
き
、あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

受
診
す
べ
き
か
ど
う
か
悩
ん
だ
と
き

は
、
ま
ず
「
萩
・
阿
武
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

（
０
１
２
０
・
５
０
６
・
３
２
２
）」
に
電
話

相
談
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
自
分

の
基
準
づ
く
り
に
も
役
立
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
不
安
な
人
」
が
、
自
分
の
体
を
内
側

か
ら
眺
め
て
「
い
つ
も
の
自
分
」
が
分
か

る
よ
う
に
な
る
と
良
い
な
ぁ
、
と
患
者
さ

ん
を
診
察
し
な
が
ら
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
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臨
時
給
付
金
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率

が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
へ
の
負

担
の
影
響
を
考
慮
し
、
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
臨
時
給
付

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
該
当
者

に
は
６
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
９
月
９
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
給
付
金
の
種
類
・
給
付
額

①
臨
時
福
祉
給
付
金

▽
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万

円
（
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
の
受

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（

２
５
・
３
２
５
９
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届

■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

■
提
出
期
限　

９
月
10
日

■
提
出
先　

高
齢
・
障
が
い
支
援

課
、各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部

門
、支
所
・
出
張
所

　
　

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立
し
た
場
合

や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
布
ス
リ
ッ
パ
講
座

■
と
き　

９
月
14
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時

■
内
容　

古
布
を
使
っ
た
ス
リ
ッ
パ

作
り

■
定
員  

20
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

店
舗
用
ガ
ラ
ス
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、魚

群
探
知
機
、漁
師
用
カ
ゴ
網
、シ
ー

ア
ン
カ
ー
（
船
具
）、ス
キ
ャ
ナ
ー
、

本
箱
、七
宝
焼
道
具
、ビ
ニ
ー
ル
靴

（
23
・
５
㎝
、24
㎝
）、巻
き
取
り
式
散

水
ホ
ー
ス
、ロ
ー
プ
２
０
０
ｍ
、自
転

車
（
26
イ
ン
チ
、24
イ
ン
チ
）、勉
強

机■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

冷
風
機
、椿
保
育
園
制
服
一
式
、ケ
ー

キ
型
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
着
物
、

ワ
ー
プ
ロ
、
プ
ラ
レ
ー
ル
、
洋
裁
人

体
、
女
児
洋
服
、
冷
蔵
庫
、
子
ど
も

用
食
卓
イ
ス
、
菅
原
洋
一
レ
コ
ー
ド

等

①
福
祉
政
策
課（

２
５
・
３
５
５
０
）

②
子
育
て
支
援
課

（
２
５
・
３
５
３
６
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所

得
状
況
届
の
提
出
を
忘
れ

ず
に

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
現
況
届
ま
た
は
所
得
状

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当

者
に
は
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況

届
を
８
月
上
旬
に
送
付
し
ま
し
た

の
で
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い

場
合
、
12
月
期
の
支
払
い
が
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
両
手
当
と
も
、
平
成
26
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
住
所
地
で
の
所
得
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届　

■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
養

育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

■
提
出
期
限　

８
月
29
日

■
提
出
先　

市
役
所
本
庁
市
民
総

合
窓
口
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）

給
者
等
は
５
０
０
０
円
を
加
算
）

②
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

▽
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

※
給
付
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
報
６
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
申
請
期
限　

９
月
９
日

■
申
請
方
法　

申
請
書
を
郵
送
ま

た
は
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー
臨
時
給

付
金
申
請
受
付
特
設
コ
ー
ナ
ー
、

各
総
合
事
務
所
、
支
所
・
出
張
所

に
提
出

◎
臨
時
給
付
金
詐
欺
に
注
意
!!

　

臨
時
給
付
金
に
関
し
て
、
市
や

厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀

行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動

預
け
払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
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杖
ホ
ル
ダ
ー
の
設
置

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
方
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
市

役
所
本
庁
の
各
窓
口
と
ト
イ
レ
に

杖
を
置
く
た
め
の
杖
ホ
ル
ダ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
課
（
２
５
・
３
１
４
３
）

村
上
景
介
画
伯
の
作
品

　

今
年
、
萩
市
美
術
展
が
10
回
目

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念

し
、
美
術
展
に
先
立
ち
、
萩
市
出

身
の
日
本
画
家
、
村
む
ら
か
み上
景け
い

介す
け

画
伯

の
特
別
展
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

村
上
画
伯
の
作
品
を
お
持
ち
の
方

は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

10
月
1
日
～
5
日

■
展
示
場
所　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

　

     

（
２
５
・
３
５
９
０
）

笑
い
ヨ
ガ
＆
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

　

ス
ト
レ
ス
解
消
や
、
身
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
「
笑
い
ヨ
ガ
」

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
と
き　

８
月
31
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）

■
内
容　

ヨ
ガ
の
呼
吸
法
と
笑
い

を
組
み
合
わ
せ
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

■
講
師　

長
な
が
た
に谷
英ひ
で
は
る
治
さ
ん
（
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）

■
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

５
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

８
月
22
日
ま
で
に
、
萩
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

「
ふ
み
御
膳
」、「
ふ
み
弁
当
」

の
提
供
店

　

萩
市
観
光
協
会
で
は
、
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
映
に
合
わ

せ
、ヒ
ロ
イ
ン
文ふ
み

に
ち
な
ん
だ「
ふ

み
御
膳
」、「
ふ
み
弁
当
」
を
開
発

し
ま
し
た
の
で
、
提
供
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
市
内
事
業
所
を
募
集

し
ま
す
。

※
「
ふ
み
御
膳
」、「
ふ
み
弁
当
」

の
詳
細
は
萩
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

来
年
４
月
か
ら
新
清
掃
工
場
が

稼
動
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
27

年
１
月
５
日
（
月
）
以
降
の
回
収

分
か
ら
、
ご
み
の
分
別
回
収
の
区

分
を
変
更
し
ま
す
。

　

今
ま
で
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
い
た
ご
み
の
う

ち
、
例
の
よ
う
な
ゴ
ム
製
品
、
革

製
品
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
な
ど
を
「
燃
や
せ
る

ご
み
」
に
変
更
し
ま
す
。

※
見
島
地
区
に
つ
い
て
は
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
指
定
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
今

ま
で
ど
お
り「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は

今
ま
で
ど
お
り
リ
サ
イ
ク
ル
へ

　

現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
と
し
て
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
、
ご
み
識
別
マ
ー
ク

が
つ
い
て
い
る
ご
み
は
、「
燃
や

せ
る
ご
み
」
で
は
な
く
、
今
ま
で

ど
お
り
必
ず
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

■
説
明
会
に
伺
い
ま
す

　

分
別
区
分
の
変
更
に
関
し
て
ご

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
環
境

衛
生
課
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
分
別
変
更
に
伴
い
各
地

区
（
町
内
会
、自
治
会
単
位
程
度
）

で
説
明
会
等
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

市が回収する日 回収区分

平成26年12月30日（火）まで 今までどおり
「燃やせないごみ」

平成27年１月５日（月）以降 「燃やせるごみ」

【その他】革・ゴム製品（くつなど）、プラ製品（ストロー、コッ
プ・皿類、かみそり、バケツ・洗面器など）、カセットテープ・
CD・ビデオテープ、PPバンド・荷造り用ひも、など
■回収区分の変更日

　

無
料
配
布
し
た
指
定
ご
み
袋

は
、
１
枚
か
ら
配
布
し
た
枚
数
を

上
限
に
他
の
ご
み
袋
へ
の
交
換
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
交
換
可
能
枚
数

◦
１
～
２
人
世
帯
：
30
枚
ま
で

◦
３
～
４
人
世
帯
：
50
枚
ま
で

◦
５
人
以
上
の
世
帯
：
60
枚
ま
で

　

不
在
等
で
町
内
会
（
自
治
会
）

か
ら
平
成
26
年
度
分
の
指
定
ご
み

袋
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、環
境
衛
生
課
、各
総
合
事
務
所

市
民
窓
口
部
門
、支
所
・
出
張
所
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

おもちゃ（プラ製品） かばん（革製品） 歯ブラシ

容
器
包
装
」
と

し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

定規（文房具） タッパ（台所用品）長ぐつ（ゴム製品）

ごみ識別マーク

■「燃やせるごみ」に変更されるものの例
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日 開 議 日　程
 3日（水） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程

 4日（木） 10：00 議案質疑、一般会計決算審査特
別委員会の設置、委員会付託

 8日（月）〜
10日（水） 10：00 一般質問

11日（木）
12日（金） 10：00 一般会計決算審査特別委員会

16日（火） 10：00 各特別委員会

17日（水）
18日（木） 10：00 各常任委員会

24日（水） 14：00 委員長報告・質疑・討論・表決

■と　き　9月3日（水）〜24日（水）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

萩 市 議 会 ９ 月 定 例 会
■
提
供
期
間　

平
成
27
年
１
月
10

日
（
土
）～
12
月
31
日
（
木
）予
定

■
応
募
資
格　

市
内
の
飲
食
店
等

申
し
込
み　

８
月
31
日
ま
で
に
、
萩
市
観
光
協

会
（
２
５
・
１
７
５
０
）
へ

「
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」・「
萩
市
ま
ち
の

緑
賞
」

①
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

【
花
壇
部
門
】

◦
個
人
の
部

◦
地
域
・
職
域
団
体
の
部

◦
学
校
花
壇
の
部

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す
。

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門
】

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
未
満
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど

▽
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）の
美
し
さ
、育
成
状
況
、

花
壇
づ
く
り
の
創
意
工
夫
な
ど

▽
審
査
日　

９
月
19
日
（
金
）

（
島
し
ょ
部
、
木
間
小
・
中
学
校
、

萩
地
域
以
外
の
学
校
は
９
月
16
日

～
18
日
に
事
前
審
査
）

②
萩
市
ま
ち
の
緑
賞

　

公
道
に
面
し
、生
け
垣
や
樹
木
・

花
木
に
よ
り
美
し
い
景
観
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
場
所

▽
審
査
日　

９
月
26
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

①
・
②
い
ず
れ
も
、

９
月
９
日
ま
で
に
、都
市
計
画
課
、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ

キ
に
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
萩

市
ま
ち
の
緑
賞
は
樹
種
・
所
有
者
・

所
在
地
）
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
他
薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
に
ま

つ
わ
る
感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

今
年
は
、
第
15
回
の
節
目
の
記

念
大
会
と
し
て
、
萩
城
下
町
マ
ラ

ソ
ン
に
ま
つ
わ
る
感
動
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
大
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
・

新
聞
掲
載
等
で
紹
介
す
る
予
定
で

す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

○
エ
ピ
ソ
ー
ド
例

◦
15
回
連
続
参
加
の
ラ
ン
ナ
ー

•
病
気
を
克
服
し
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
に
初
挑
戦
す
る
ラ
ン
ナ
ー

•
地
域
・
企
業
を
盛
り
上
げ
る
た

め
参
加
す
る
団
体

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
毎
年
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
い

る
方

■
応
募
方
法　

９
月
30
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
（
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
記
入
し
、

提
出

■
主
催　

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り

■
と
き　

９
月
３
日
（
水
）
午
前

11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園　

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
27
日
ま
で
に
、
日
の
丸
保
育

園
内
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

山
口
県
障
害
者
芸
術
文
化

祭
の
参
加
作
品

　

12
月
1
日
か
ら
５
日
ま
で
山
口

県
庁
で
開
催
さ
れ
る
山
口
県
障
害

者
芸
術
文
化
祭
の
参
加
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

山
口
県
内
に
在
住

の
障
が
い
者

■
募
集
作
品　

絵
画
、
写
真
（
四

つ
切
り
以
上
）、
書
道
、
手
芸
、

工
芸
、
俳
句
・
短
歌
、
文
芸
の
各

部
門
を
通
し
て
１
人
１
作
品

※
応
募
作
品
は
芸
術
文
化
祭
に
向

け
て
製
作
し
た
未
発
表
の
も
の
。

■
応
募
方
法　

10
月
15
日
ま
で

に
、
高
齢
・
障
が
い
支
援
課
ま
た

は
社
会
福
祉
協
議
会
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
と
一
緒
に
提
出

申
し
込
み

高
齢
・
障
が
い
支
援
課
（
２
５
・

３
５
２
３
）、
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）
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児
童
ク
ラ
ブ
の
臨
時
代
替

職
員
名
簿
の
登
録
者

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が
急

き
ょ
勤
務
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

等
に
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職
員
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容　

放
課
後
、
児
童
ク

ラ
ブ
で
児
童
の
見
守
り
や
お
や
つ

準
備
等
の
保
育
業
務

■
応
募
資
格　

◦
教
員
免
許
、幼
稚
園
教
諭
免
許
、

保
育
士
資
格
、
社
会
福
祉
主
事
資

格
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者

◦
社
会
教
育
団
体
で
指
導
者
と
し

て
経
験
を
有
す
る
方
ま
た
は
、
児

童
ク
ラ
ブ
指
導
員
と
し
て
相
当
の

経
験
を
有
す
る
方

※
い
ず
れ
も
市
税
等
の
滞
納
が
無

い
こ
と
。
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

３
カ
月
以
内
に
完
納
が
見
込
め
る

こ
と
。

※
資
格
が
無
い
方
で
も
応
募
可
。

■
雇
用
期
間　

随
時
、
欠
員
発
生

時
（
1
日
だ
け
な
ど
短
期
間
、
短

時
間
の
勤
務
）

■
勤
務
時
間　

平
日
小
学
校
の
放

課
後
～
午
後
６
時
、
土
曜
・
長
期

休
暇
中
午
前
８
時
～
午
後
６
時
の

間
の
７
時
間
45
分
以
内

※
８
月
13
日
～
16
日
、
12
月
29
日

～
１
月
３
日
は
勤
務
な
し
。

■
勤
務
の
流
れ　

欠
員
発
生
時
に

登
録
者
へ
連
絡
。
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
他
の
登
録
者
へ
連
絡

■
勤
務
場
所　

市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
賃
金　

時
給
８
３
０
円
～
９
２

０
円

※
資
格
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
名
簿
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴

書
（
写
真
添
付
）、
資
格
・
免
許

等
の
写
し
、
総
務
課
備
え
付
け
の

同
意
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
総
務
課

人
事
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
総

務
課
（
２
５
・
１
２
３
９
）

県
営
住
宅
入
居
者

■
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と

◦
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

方
、
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

◦
住
宅
困
窮
者

◦
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る

◦
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員

で
な
い

■
募
集
団
地

◦
中
津
江

◦
第
二
無
田
ヶ
原

◦
東
萩

■
受
付
期
間　

８
月
20
日
～
31
日

（
消
印
有
効
）

■
入
居
予
定
時
期　

10
月
下
旬
頃

■
申
込
方
法　

山
口
県
施
設
管
理

財
団
山
口
支
所
、
萩
立
寄
所
（
萩

総
合
庁
舎
２
階
）、
萩
市
建
築
課

備
え
付
け
の
申
込
書
を
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

図
書
館
ミ
ニ
講
座

　

国
民
の
「
知
る
自
由
」
を
保
障

す
る
図
書
館
の
資
料
提
供
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
と
き　

８
月
28
日
（
木
）
午
後

２
時
～
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
演
題　
「
図
書
館
の
自
由
に
つ

い
て
考
え
る
」

■
講
師　

西に
し
ご
う
ち

河
内
靖や

す
ひ
ろ

泰
（
日
本
図

書
館
協
会 

図
書
館
の
自
由
委
員

会
委
員
長
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

子
育
て
講
演
会

　

世
の
お
母
さ
ん
を
元
気
に
す
る

た
め
に
全
国
を
ま
わ
っ
て
講
演
活

動
を
し
て
い
る
熊く
ま
ま
る丸

み
つ
子
さ
ん

の
講
演
会
で
す
。

■
と
き　

８
月
27
日
（
水
）
午
後

２
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

堀
内
体
育
館

■
演
題
「
～
熊
丸
み
つ
子
さ
ん
と

遊
ぼ
う
～
泣
い
て
笑
っ
て
う
ち
の

子
最
高
！
」

■
講
師　

熊
丸
み
つ
子
（
幼
児
教

育
専
門
家
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

新
日
本
婦
人
の
会
萩
支

部
問
い
合
わ
せ

新
日
本
婦
人
の
会
山
口
県
本
部

（
０
８
３
・
９
７
２
・
３
２
８
１
）

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

９
月
６
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
～
３
時
45
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容

◦
基
調
講
演
「
認
知
症
と
は
？
Ｍ

Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）
と
は
？

医
学
的
知
識
と
対
処
」
▽
講
師 

目め
ぐ
ろ黒
謙け
ん
い
ち
一
（
東
北
大
学
Ｃ
Ｙ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
高
齢
者
高
次
脳
医
学
研
究
部
門

教
授
）

※
そ
の
他
、主
催
者
か
ら「
暮
ら
し

の
中
の
認
知
症
」と
題
し
た
発
表

や
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会　

（
２
２
・
０
２
２
４
）

中
央
歴
史
講
座（
公
開
講
座
）

■
と
き　

９
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
演
題
「
絵
図
と
古
文
書
で
歩
く

萩
往
還
」

■
講
師　

山
田
稔み
の
る（

山
口
県
立
山

口
博
物
館
主
査
）　

■
受
講
料　

５
０
０
円

※
中
央
公
民
館
で
は
、
開
催
希
望

の
講
座
や
教
室
な
ど
の
ご
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

９
月
５
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ
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９
月
７
日（
日
）ま
で

れ
半
々
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、

繁
殖
力
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
「
雌
雄
モ
ザ
イ
ク
」

と
呼
ば
れ
突
然
変
異
に
よ
っ
て
現

れ
る
も
の
で
、
一
説
に
よ
る
と
何

万
匹
に
１
匹
し
か
見
ら
れ
な
い
と

い
う
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
「
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
」
と

「
キ
ア
ゲ
ハ
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

（
雑
種
）（
山
口
県
初
公
開
）
な
ど

の
貴
重
な
標
本
も
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
昆
虫
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
解
い

て
応
募
す
る
と
、
各
週
の
ク
イ
ズ

正
解
者
か
ら
抽
選
で
10
人
に
特
製

昆
虫
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

会
期
中
の
平
日
（
８
月
11
日
～

15
日
を
除
く
）
に
実
施
し
、
ク
イ

ズ
は
毎
週
変
わ
り
ま
す
。

■
観
覧
料　

大
人
５
１
０
円
、高
・

大
学
生
３
１
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

　
「
最
強
昆
虫
列
伝
」
は
好
評
に

よ
り
、
開
幕
後
35
日
目
と
な
る
８

月
８
日
に
来
場
者
数
が
２
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
、

雌
雄
同
体
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
雑

種
）
な
ど
貴
重
な
昆
虫
標
本
５
点

を
追
加
展
示
し
て
い
ま
す
。

○
性
モ
ザ
イ
ク
の
ク
ワ
ガ
タ
ム

シ
　

１
９
９
６
年
に
佐
賀
県
で
発
見

さ
れ
た
「
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
」

（
山
口
県
初
公
開
）、
２
０
０
８
年

に
萩
市
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た

「
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
」
は
、
い
ず

れ
も
一
つ
の
体
に
オ
ス
の
構
造
と

メ
ス
の
構
造
が
混
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
」
は
、
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い

え
る
ハ
サ
ミ
の
よ
う
な「
大
ア
ゴ
」

も
、
右
は
大
き
く
立
派
な
オ
ス
の

も
の
で
す
が
、
左
は
小
さ
く
短
い

メ
ス
の
も
の
で
す
。
体
内
も
オ
ス

と
メ
ス
の
生
殖
器
が
左
右
そ
れ
ぞ

最
強
昆
虫
列
伝

ー
カ
ブ
ト
ム
シ
VS
な
ぞ
の
昆
虫
戦
士
た
ち
ー

ヒラタクワガタ

ノコギリクワガタ
（山口県初公開）

自
衛
官
募
集

　

陸
・
海
・
空
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。

①
自
衛
官
候
補
生

　

所
定
の
教
育
期
間
を
経
て
、
任

期
制
隊
員
と
し
て
２
等
陸
・
海
・

空
士
に
任
用
。
試
験
に
よ
り
永
年

勤
続
へ
進
む
道
が
あ
る
。

②
一
般
曹
候
補
生

　

永
年
勤
続
と
な
る
陸
・
海
・
空

曹
自
衛
官
を
養
成
。
幹
部
に
進
む

道
が
あ
る
。

■
受
験
資
格　

①
、
②
い
ず
れ
も

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

■
試
験
日　

９
月
20
日
（
土
）

③
航
空
学
生

　

海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
。
高
校
等
を
卒
業

後
、
最
も
早
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
。

■
受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）、
21
歳
未
満
の
方

■
試
験
日　

９
月
23
日
（
火
）

■
申
込
期
限　

９
月
９
日

※
受
験
資
格
は
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
で
す
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
萩
地

域
事
務
所
（
２
２
・
２
４
０
９
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

９
月
９
日
（
火
）
午
後

２
時
30
分
～
４
時
30
分　
　

■
と
こ
ろ　

地
域
医
療
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
対
象
者　

身
体
に
障
が
い
の
あ

る
方

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

９
月
１
日
ま
で
に
、高
齢
・
障
が

い
支
援
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）へ

進
路
・
就
職
相
談
会

　

経
験
や
専
門
知
識
の
あ
る
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

９
月
11
日
（
木
）
①
午

後
1
時
15
分
～
、②
２
時
15
分
～
、

③
３
時
45
分
～
（
各
60
分
）

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
ま
た
は
周
辺
に

在
住
の
39
歳
未
満
の
方
で
、
高
校

や
大
学
を
卒
業
後
未
就
職
の
方
、

就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い

方
、
転
職
を
考
え
て
い
る
方　

※
予
約
が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
０
８
３
５
・
２
８
・
３
８

０
８
）

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見

相
談
会

　

司
法
書
士
が
９
月
１
日
～
30
日

の
希
望
日
（
原
則
平
日
）
に
、
県

内
の
希
望
す
る
場
所
で
成
年
後
見

に
関
す
る
訪
問
相
談
を
行
い
ま

す
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

■
予
約
受
付
期
間　

８
月
18
日

（
月
）
～
９
月
30
日
（
火
）（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

■
対
象
者　

認
知
症
や
知
的
障
が

い
・
精
神
障
が
い
等
に
よ
り
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
、
将
来
の
判

断
能
力
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る

方
、
前
述
の
方
を
支
え
る
家
族
、

支
援
者
、
福
祉
関
係
者
等

申
し
込
み

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口

　
（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
２
２
０
）

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７
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カ
ヌ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　

阿
武
川
ダ
ム
直
下
に
あ
る
日
本

有
数
の
特
設
コ
ー
ス
に
、
日
本
カ

ヌ
ー
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が

集
結
し
ま
す
。
地
元
選
手
も
出
場

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。

■
日
程

○
８
月
30
日
（
土
）

▽
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技 

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▽
表
彰
式　

午
後
２
時
～
２
時
30

分◯
８
月
31
日
（
日
）

▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技　

午
前
10
時

～
午
後
２
時

▽
表
彰
式
・
閉
会
式　

午
後
３
時

～
３
時
40
分

■
と
こ
ろ　

阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー

競
技
場
（
川
上
、
萩
阿
武
川
温
泉

公
園
そ
ば
）

■
主
催　

日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
、
カ

ヌ
ー
競
技
全
国
大
会
萩
市
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

山
口
県
カ
ヌ
ー
協
会（
０
９
０
・
３

３
７
９
・
９
６
３
９
）
吉
村

体
力
測
定
会

　

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
一

環
と
し
て
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
康
と
運
動
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
９
日
（
火
）、
17

日
（
水
）、
25
日
（
木
）
午
後
７

時
30
分
～
９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容

【
共
通
項
目
】握
力
、上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈

【
65
歳
未
満
】
反
復
横
跳
び
、
立

ち
幅
跳
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

【
65
歳
以
上
】　

開
眼
片
足
立
ち
、

10
ｍ
障
害
物
歩
行
、
６
分
間
歩
行

■
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
６
～
79
歳
の
方

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■
定
員　

各
日
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

市
民
体
育
館
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
（
萩
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
市
健
康
フ
ェ
ア

　

参
加
型
の
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

■
と
き　

８
月
24
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ　

市
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

■
内
容

◯
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
（
午

前
９
時
～
10
時
30
分
）　　

※
８
月
22
日
ま
で
に
健
康
増
進
課

へ
申
し
込
み
。定
数
に
な
り
次
第
、

受
付
終
了
。

○
子
育
て
ま
つ
り
（
午
前
９
時

30
分
～
正
午
）　

手
づ
く
り
お
も

ち
ゃ
、
人
形
劇
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　
　

８
月
24
日（
日
）ま
で

越
えちぜん

前 三
さんきん

筋文
も ん こ

壺
平安時代末期（12世紀）

福井県陶芸館

　

や
き
も
の
を
専
門
的
に
収
蔵
し

展
示
・
公
開
す
る
全
国
の
美
術
館
・

博
物
館
８
館
の
逸
品
と
共
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
産
地
の
歴
史
的
背
景
や

各
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
を

紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
８
０
０
円
、
70

歳
以
上
・
学
生
６
０
０
円
、
18
歳

以
下
無
料

普
通
展
示

○
浮
世
絵
「
妖
怪
絵
」
～
９
月
７

日○
東
洋
陶
磁「
か
た
ど
ら
れ
た
人
、

動
物
、
生
活
」
～
10
月
５
日

○
陶
芸
「
萩
焼
の
花
器
」
～
９
月

７
日
、「
卑
弥
呼
と
愛 

十
二
代
三

輪
休
雪
の
世
界
」
～
平
成
27
年
１

月
25
日

■
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
（
19
歳
以
上
）
２
０
０
円
、
70

歳
以
上
・
18
歳
以
下
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日

９
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

～
10
月
13
日
（
月
・
祝
）

上
方
の
浮
世
絵

ー
大
坂
・
京
都
の
粋
と
技
ー

　

上
方
浮
世
絵
が
40
年
ぶ
り
に
大

集
合
し
ま
す
。

ザ
ー
な
ど

○
食
育
フ
ェ
ア
（
午
前
９
時
30
分

～
正
午
）　

朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
（
二
次
審
査
）、
健

康
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

○
歯
の
健
康
（
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
）　

フ
ッ
素
入
り
予
防

ジ
ェ
ル
塗
布
と
歯
ブ
ラ
シ
無
料
プ

レ
ゼ
ン
ト

○
こ
こ
ろ
の
健
康
（
午
前
９
時
30

分
～
正
午
）　

ス
ト
レ
ス
度
テ
ス

ト
主
催
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）
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★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

◯クレヨンしんちゃん 
/ガチンコ！逆襲のロボとーちゃん
◯春を背負って
○ノア 約束の舟
○GODZILLA

上映中
上映中

8/30〜9/12
9/13〜

　

ふ
る
さ
と
情
報
紙
「
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
平
成
６
年
（
１
９

９
４
）
の
創
刊
以
来
、
２
か
月

ご
と
に
発
行
し
、
全
国
各
地
の
萩

出
身
者
等
に
、
萩
の
情
報
や
ふ
る

さ
と
の
今
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

“
ふ
る
さ
と
萩
”
を
通
し
て
人
と
人

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん

や
、
お
孫
さ
ん
、
ご
親
戚
や
親
し

い
友
人
に
、
萩
の
情
報
満
載
の
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

依
頼
主
が
会
費
を
負
担
さ
れ
る

と
、
ご
家
族
な
ど
指
定
先
と
同
時

に
、
依
頼
主
に
も
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
発
行　

年
６
回
（
奇
数
月
）

■
年
会
費
（
送
料
込
）

一
般
会
員
２
０
０
０
円
、
特
別
賛

助
会
員
１
万
円
（
松
陰
カ
レ
ン

ダ
ー
等
贈
呈
）

■
会
費
の
納
入
方
法　

銀
行
引
落

（
全
国
の
都
市
・
地
方
銀
行
）、
郵

便
振
替
、
広
報
課
窓
口

■
内
容

①
萩
の
最
新
情
報

②
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
萩
出

身
者
の
投
稿
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
萩
の
企

業
・
店
舗
紹
介
「
萩
の
元
気
企
業

探
訪
」「
懐
か
し
い
店
」

④
萩
在
住
の
若
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
夢
追
人
」

⑤
高
校
同
窓
会
、
同
郷
会
だ
よ
り

⑥
全
国
で
開
催
さ
れ
る
萩
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
会
員
数　

約
１
６
０
０
人
（
市

内
含
め
県
内
36
％
、
関
東
地
区

30
％
、
関
西
地
区
そ
の
他
34
％
）

申
し
込
み

広
報
課
内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

（
２
５
・
３
１
７
８
）

２
０
１
４
年
７
月
号（
１
１
８
号
）

石
田
成
香 

応
援
コ
ン
サ
ー

ト
の
夕
べ

　

国
際
的
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
し
て
い
る
石
田
成せ
い

香か

さ
ん

（
山
口
中
央
高
校
２
年
）
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き　

８
月
28
日
（
木
）
午
後

６
時
～
８
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

ノ
ク
タ
ー
ンop27-2

（
シ
ョ
パ
ン
）、
ス
ペ
イ
ン
狂
詩
曲

（
リ
ス
ト
）
ほ
か

■
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

■
入
場
料　

１
０
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

H
agi hom

econcert

実
行
委
員

会
（
０
９
０
・
５
３
７
１
・
４
１
９

２
）
三
浦

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ

ン
ジ
ー
ズ
定
期
演
奏
会

■
と
き　

８
月
30
日
（
土
）
午
後

６
時
～
８
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル

ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
、恋
す
る
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
、レ
ッ
ト
・
イ
ッ

ト
・
ゴ
ー
（
ア
ナ
と
雪
の
女
王
主

題
歌
）な
ど

■
入
場
料　

一
般
５
０
０
円
、
中

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

萩
楽
器
店

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー

ズ
（
０
９
０
・
８
７
１
５
・
２
０
５

７
）
冨
田

萩
市
消
防
操
法
大
会

　

萩
市
消
防
団
中
央
方
面
団
20

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
日
頃
の
消

防
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
す
。
今

年
は
田
万
川
方
面
団
の
消
防
訓
練

の
披
露
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
31
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

橋
本
川
玉
江
河
川
公

園■
内
容　

基
本
操
法
、
応
急
操
法

（
自
動
車
ポ
ン
プ
、
小
型
ポ
ン
プ
）

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
２
５
・
２
７
８
０
）

山
口
原
爆
死
没
者
追
悼
・

平
和
式
典

■
と
き　

９
月
６
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ　

山
口
市
民
館
、
原
爆

死
没
者
之
碑
前
（
山
口
市
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
原
爆
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
だ
苑

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
１
８
５
）
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開催中〜31㊐
　　   子どもが描いた似顔絵の展示 9:30〜 明木図書館

開催中〜29㊎
　　   夏休み放課後子ども教室 10:00〜 明木図書館
毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:00〜 須佐図書館

20㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
将棋であそぼう 15:30〜 明木図書館

21㊍ チェロとものがたりの奏で 13:30〜 萩図書館
22㊎ 似顔絵教室 15:30〜 明木図書館

27㊌ ドーナツやさんごっこ 10:30〜 明木図書館
ふしぎの会 10:30〜 須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：18㊊、20㊌、25㊊
   　　　明木図書館：18㊊、20㊌、24㊐、25㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　健康づくり教室
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
20 ㊌
21 ㊍
28 ㊍

9:00 〜川上保セ
10:00 〜旭マルチメディアセ

　川上運動教室
●乳幼児相談

18 ㊊
20 ㊌

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館

10:00 〜田万川保セ
9:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

9:30 〜弥富公民館
14:00 〜須佐保セ

10:00 〜田万川保セ
13:30 〜須佐保セ

13:30 〜田万川体育館
9:30 〜須佐保セ

　弥富ウェルネス教室
　健康ちょきん教室
●すくすく赤ちゃん学級
　須佐元気もりもり体操
　弥富元気もりもり体操
　みんなの健康運動教室
　健診結果説明会
　健診結果説明会
　室内運動教室
　男の活き活きリハ会

18 ㊊
19 ㊋
20 ㊌
21 ㊍
22 ㊎

26 ㊋

27 ㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667

20 ㊌
27 ㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

13:30 〜御許町公会堂
10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜堀内公会堂
9:00 〜総合福祉セ
9:30 〜市民館ほか
10:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ

18 ㊊
19 ㊋

20 ㊌
21 ㊍

24 ㊐

26 ㊋
28 ㊍

　御許町健康教室
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査
●1歳6か月児健康診査
●10か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　堀内健康教室
　子宮がん・乳がん検診（要予約）
　萩市健康フェア
　こころの相談日（要予約）
●5か月児相談
　こころの相談日（要予約）

16㊏ •全日本ユース（U15男子）フットサル選手権中国
　大会　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

17㊐
•山口県知事旗レディースソフトボール大会

9:00〜萩スポーツ広場
•全日本ユース（U15女子）フットサル選手権中国
　大会　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

22㊎
•萩市長杯争奪バレーボール大会（高校の部）

9:00〜市民体育館ほか
•むつみ地域 ふれあいソフトバレーボール大会

19:30〜B&G海洋センター体育館
23㊏ •萩サマーチャレンジミニバスケットボール交流

　大会（女子の部）　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

24㊐

•会長杯争奪大会兼西日本軟式野球大会（C級）
　（8/24、9/13〜15・23・27・28）　8:30〜萩スタジアム
•トラップ・スキート射撃大会

9:00〜萩クレー射撃場
•会長杯争奪卓球大会　　　　　9:00〜市民体育館
•山口県レディースバドミントン連盟クラブ交流
　会　　　　　　　　　　　　　　　　9:30〜萩武道館

26㊋ •中学・高校団体対抗卓球大会　　9:00〜市民体育館

30㊏

•萩サマーチャレンジミニバスケットボール交流
　大会（男子の部）　　　　　　　　　9:00〜市民体育館
•マクドナルドカップ中国地区学童軟式野球選手
　権大会（〜31日）　　　　　　　　9:00〜萩スタジアム
•カヌー（ワイルドウォーター、スラローム）ジャパン
　カップ（〜31日）　　11:00〜阿武川特設カヌー競技場

31㊐

•桃太郎杯軟式野球大会　　8:30〜むつみグラウンド
•萩オープンダブルステニス大会（夏季）

9:00〜萩市テニスコート
•朝日レディースバレーボール大会

9:00〜市民体育館
•福栄地域 球技大会　　　9:00〜福栄グラウンドほか

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
16㊏ おはなし会草の芽（子ども図書館） 15:00〜
21㊍ ピヨピヨ「お祭りごっこ」 10:30〜11:30
22㊎ だんすダンス 18:45〜20:15
23㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
28㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
30㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
19㊋、26㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

19㊋
絵本の読み聞かせ

「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

発達相談日 13:00〜15:00

26㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」（水遊び）
※水着持参 10:30〜11:30
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情報カレンダー日月火水木金土
1 2

43 6 7 8 9
12

18 19
10 14 15 1613
17 22 2321
11

25 26272824
20

5

29 30
31

※小児科は、22日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。■当番医が緊急やむを得ず変わった場合

消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル 24 で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

17日㊐
24日㊊
31日㊐

［内科］
［内科］
［内科］

弥富（弥富下）
すさ（須佐）
須佐診療（須佐）

08387・8・2311
08387・6・3376
08387・6・2540

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊏
○シャッタークラブだいだい写真展 〜18日　　　　　  （9:00〜/市民館小ホール）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 波多野（堀内） 25・2788

17㊐
内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

18㊊
●萩・タウンミーティング（越ヶ浜小学校区） （19:00〜/県漁協はぎ統括支店）外科 池本（玉江浦） 25・7575

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

19㊋
●萩市学校教育研究発表大会 （13:00〜/市民館大ホール）外科 兼田（吉田町） 22・1113
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

20㊌
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 萩市民（椿） 25･1200
○こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 みやうち（椿） 25・2500

21㊍
●行政相談 外科 めづき（土原） 22・2248

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 柳井（橋本町） 22・0748

22㊎
●行政相談　　　　　　　　　　　　　（9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 山本（椿東） 26・0077
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

23㊏
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （8:30〜/萩往還）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○アート・フェスティバル2014 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）内科 萩慈生（玉江） 25・6622
○南日本海音楽祭「北浦和太鼓フェスティバル」　　 （18:30〜/市民館大ホール）

24㊐
●萩市健康フェア （9:30〜/市民館、総合福祉センター）内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397

25㊊
○たまがわ夏まつり （17:00〜/県漁協江崎支店前広場）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

26㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/弥富老人憩の家）外科 MP萩（堀内） 24・0082
○ふれあいコーラス発表会 （10:00〜/市民館大ホール）内科 波多野（堀内） 25・2788

27㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

28㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 兼田（吉田町） 22・1113
○石田成香 応援コンサートの夕べ （18:00〜/市民館小ホール）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

29㊎
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 みやうち（椿） 25・2500

30㊏
○カヌーワイルドウォータージャパンカップ　（11:00〜/阿武川特設カヌー競技場）外科 田町（東田町） 24・1234
○萩吹奏楽団サマーオレンジーズ定期演奏会　　　 （18:00〜/市民館大ホール）内科 市原（塩屋町） 22・0184

31㊐
○カヌースラロームジャパンカップ　　　　 （10:00〜/阿武川特設カヌー競技場）内科・歯科（外科）
●萩市消防操法大会 （12:30〜/橋本川玉江河川公園）休日急患診療センター（椿）26・1397

  1㊊

2 ㊋

16  →31日 日

8月

9
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※７月16日〜７月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成26年７月末日）
人口／51,854人（前月比ー29）
男／23,836人（前月比ー13） 女／28,018人（前月比ー16）
世帯数／24,169世帯（前月比+9） 出生／16人 死亡／75人

の

果物/野菜

表紙

　７月 28 日、昨年は同日に東部地域集中豪雨災害
が発生し中止となった「須佐湾大花火大会」が開催
されました。今年は、大きな被害を受けた被災者を
勇気づけたいと、復興への想いを込めた尺玉花火を
７年ぶりに打ち上げました。尺玉花火は「クラウド
ファンディング」という手法により３月末から経費
を募り、300 人を超える出資があり実現しました。
　約１万 5,000 人の観客は、夜空に輝く美しい大
輪の花火に復興への想いを願いました。

豪雨災害からの復興を！
大輪の花に願いを込めて


	表紙「須佐湾大花火大会」
	7.28　豪雨災害を忘れない
	「萩市民防災の日」で復旧・復興への想いを新たに
	「萩市民防災の日」式典・防災講演会
	復興祈念　和泉元彌狂言公園
	ひまわりロードフェスタ
	須佐男命いか祭り
	田万川地域防災パレード
	須佐夏祭り＆須佐湾大花火大会
	昆虫トレインツアー

	市長コラム「北斗七星　No.110」
	萩タウンミーティンング　〜市長との対話の集会〜Q&A
	椿東小学校区
	三見小学校区
	大井小学校区
	明倫小学校区

	松陰の妹・文lの生涯を描く「花燃ゆ」
	萩市民大学教養講座
	地域トピックス
	萩夏まつり
	岡本信人さんが講演「萩は心のふるさと」
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